
第2号議案: 公立学校とコミュニティ・カレッジの施設に債券を発行する件 

概要 

この議案は、公立学校（チャータースクールを含む）やコミュニティ・カレッジの施設を改善する

ために、州が100億ドルの債券を発行することを目的としています。老朽化した施設の修繕、健
康や安全の確保、職業教育やSTEM教育向けの近代的な教室を整備するために使われます。
資金はマッチング・グラントによって分配され、特に貧しい地域や、英語学習者や里親の青少

年が多い地域に対して、州がより多くの資金を負担します。 

 

あなたの一票が意味するもの 

あなたの投票で、州が公立学校やコミュニティ・カレッジの新築や改修のために100億ドルを借
り入れることができるかどうかが決まります。 

 

AAPIの分析  

教育機会の向上: 特に英語学習者が多い学校では、AAPI（アジア系アメリカ人・太平洋諸島
系）の生徒が、より良い学習環境の恩恵を受けます。英語学習者の多い学校ほど、州から多く

の資金を受け取ることができ、これにより生徒たちのためのリソースや設備が向上します。 

健康と安全の重視： 第2号議案により、水中の鉛問題など、低所得地域（AAPIコミュニティが含
まれることもある）に不釣り合いに影響する問題に対処するための資金が提供されます。 

キャリアと技術教育：600億ドルがキャリア・技術教育に充てられ、テクノロジーやヘルスケアなど
の需要が高い分野に興味を持つAAPIの生徒に、新しい機会が提供されます。 

 

第3号議案 婚姻に関する憲法上の権利 

概要 

この議案は、カリフォルニア州憲法から「結婚は男女間のみ」とする文言を削除することを目指

しています。カリフォルニア州では2013年6月から同性婚が合法ですが、州憲法は今でもこれを
反映していません。この議案は、時代遅れの文言を削除し、現行の法律に合ったものに変更す

ることが目的です。 

あなたの一票が意味すること 

この投票によって、カリフォルニア州憲法が今の結婚法に合った内容に更新されるかが決まり

ます。ただし、法律そのものの変更はありません。 



AAPIの分析 

結婚の平等の保護: 多くのAAPIのLGBTQ+の人々やその支持者は、結婚の平等が正式に認
められることで、連邦レベルで何か変更があっても彼らの権利が守られる恩恵を受けます。 

文化的な意味: AAPI文化では家族の形がとても重要です。同性愛のカップルの結婚が法的に
認められることで、多様な家族の形がコミュニティで受け入れられやすくなります。 

交差性: AAPIの中には、人種差別とLGBTQ+差別の両方に直面している人もいます。この議
案は、彼らに対する法的保護を強化し、差別によるリスクを減らす可能性があります。 

 

第4号議案：安全な飲料水、森林火災の防止、および気候変動リスクからの地域
社会と自然地 域の保護のための債券を発行する件 

概要 

この議案は、2024年安全飲料水、山火事防止、干ばつ対策、大気浄化のための債券法の制
定を目指すものである。債券発行とは、州政府または地方公共団体（市、郡、学区）が、有権者

に対して追加支出案の賛否を問う質問を投票用紙に投じることである。安全な飲料水、山火事

防止、干ばつ対策、大気浄化のための債券法は、以下のプログラムの資金調達のために100
億ドルの債券発行を許可するものである：  

●​ 安全な飲料水、干ばつ、洪水、水資源回復プログラムに38億ドル  
●​ 山火事と森林回復プログラムに15億ドル  
●​ 沿岸地域の回復力強化プログラムに12億ドル  
●​ 猛暑緩和プログラムに4億5000万ドル  
●​ 生物多様性保護と自然に基づく気候解決プログラムに12億ドル  
●​ 気候変動に賢く、持続可能で回復力のある農場、牧場、耕作地プログラムに3億ドル  
●​ 公園造成と野外アクセス・プログラムに7億ドル  
●​ 大気浄化プログラムに8億5,000万ドル 

あなたの一票が意味するもの 

あなたの一票で、州が100億ドルを借り入れて、自然環境を守り、気候変動への対応を支援す
る活動にお金を使うかどうかが決まります。 

AAPIの分析 

この議案は、ロサンゼルスやセントラルバレーのようなAAPI（アジア系アメリカ人・太平洋諸島
系）が多く住む都市で、健康改善や空気の汚れを減らし、緑地を増やすなどの良い影響を与え

ます。また、第4号議案は、山火事や猛暑から家や仕事を守るための支援を提供し、低所得者



やマイノリティが受ける影響を減らします。自然環境への平等なアクセスや、気候変動に対する

強さを重視したこの提案は、AAPIの住民に大きな利益をもたらす可能性があります。 

 

第5号議案：有権者の55％の賛成で、手頃な価格の住宅と公共施設のための地
方債を認める件 

概要 

この議案は、地方自治体が手頃な価格の住宅や公共インフラのために資金を集めやすくする

ものです。現在は、地方債を可決するには有権者の3分の2（約67％）の賛成が必要です。この
提案では、手頃な価格の住宅や道路、公共施設の改善などのプロジェクトについて、その要件

を55％に引き下げます。 

あなたの一票が意味すること 

あなたの投票で、特定の地方債とそれに関連する固定資産税が、有権者の3分の2ではなく、
55％の賛成で承認されるかどうかが決まります。 

AAPIの分析 

手頃な価格の住宅: カリフォルニア州の住宅価格が高いことから、地方債の承認要件が3分の2
から55％に下がると、市や郡は手頃な価格の住宅プロジェクトに資金を集めやすくなります。こ
れにより、ロサンゼルスやベイエリアのような都市で、低・中所得のAAPI世帯が直面している住
宅問題に対応できるようになります。 

公共インフラ: 地方自治体は、病院、図書館、公共交通など、AAPIコミュニティが住む地域のイ
ンフラを改善するための資金をより簡単に集めることができます。 

監視と説明責任: この提案では、承認された債券について独立した監査や監視が行われること
が義務付けられており、これにより資金が透明で責任ある形で、多様なコミュニティのための公

共プロジェクトに使われることが保証されます。 

 

第6号議案: 無期契約者への強制労働を認める規定を削除する件 

概要 

この議案は、カリフォルニア州憲法で認められている、犯罪の罰としての強制労働を廃止するこ

とを目指しています。この提案が通れば、刑務所では労働を拒否した囚人に対して罰を与えら

れなくなりますが、働いた場合には報酬や時間短縮のメリットを受けることができます。2024年



現在、カリフォルニア州を含む8つの州では、強制労働は認めているものの、奴隷制は禁止さ
れています。 

あなたの一票が意味すること 

この投票によって、犯罪者に対する強制労働が刑罰として廃止されるかどうかが決まります。廃

止されれば、囚人が労働を拒否しても罰を受けなくなります。 

AAPIの分析 

強制労働は奴隷制度の延長: この議案が通れば、カリフォルニア州は刑務所での強制労働
（奴隷制度の名残のひとつ）を最終的に廃止します。 

AAPIへの影響: AAPIの人々は他の人種と比べて投獄されることが少ないですが、厳しい取り
締まりや移民関連の拘留、法的支援の不足などはAAPIコミュニティに影響を与える可能性が
あります。この議案が通れば、囚人の扱いがより公平になり、すべてのマイノリティに利益をもた

らすでしょう。また、労働搾取を防ぎ、リハビリの機会を増やすことで、収監されているAAPIの
人々にも良い影響が期待されます。 

 

第32号議案: 最低賃金の引き上げ 

概要 

この議案は、カリフォルニア州の最低賃金を次のように上げることを目的としています。従業員

が26人以上の会社ではすぐに17ドルに、2025年には18ドルに引き上げます。従業員が25人以
下の会社では、2025年に17ドル、2026年に18ドルになります。それ以降は、毎年物価に合わせ
て最低賃金が調整されます。 

あなたの一票が意味すること 

あなたの投票で、2026年に最低賃金が18ドルに上がるかどうかが決まります。この議案が可決
されると、最低賃金は毎年物価に応じて上がることになります。 

AAPIの分析 

経済の安定: 多くのAAPIは、小売業や接客業、飲食業など、賃金が低めの仕事をしています。
最低賃金が18ドルになれば、生活費が上がっても経済的な負担が減り、収入が増えることで生
活の質が良くなります。 

移民家族の支援: AAPIコミュニティには移民が多く、その多くが最低賃金で働いています。こ
の賃金の引き上げは、彼らが自分や家族をより良く支えるのに役立ちます。 



雇用市場の変化: AAPIが経営する小さな会社も多く、人件費が上がることで人を減らしたり、
値上げしたり、場合によっては廃業に追い込まれる可能性があります。これはAAPIの労働者や
経営者に影響を与えるかもしれません。 

インフレの影響: 賃金を上げることでインフレを抑える効果を期待していますが、逆に商品や
サービスの値段が上がる可能性もあり、低所得のAAPI家庭には負担が大きくなるという意見も
あります。 

 

第33号議案: 地方自治体の家賃規制の権限を広げることについて 

概要 

この議案は、現在の「コスタ・ホーキンス賃貸住宅法」の一部を廃止しようとするものです。この

法律は、1995年以降に建てられた一戸建てやアパートに対して、地方自治体が家賃規制を行
うのを制限しています。 

あなたの一票が意味すること 

あなたの投票で、市や郡がどこまで家賃規制をできるかを決めます。州の法律でその範囲が制

限されるかどうかが問われています。 

AAPIの分析 

手頃な住宅価格の維持: 多くのAAPIの人々は、ベイエリアのような家賃が高騰している都市に
住んでいます。この議案が通れば、これらの都市で新しい建物や一戸建てに対しても家賃規

制ができるようになり、AAPIの賃貸者が急な家賃上昇を抑える助けになるかもしれません。これ
は、家賃が上がり続けている場所で特に重要です。 

低所得者層の保護: 多くのAAPIの賃貸者は、複数世代で一緒に住んでいたり、低賃金の仕事
をしている人たちです。家賃規制がなければ、家賃が上がり、引っ越しや州外に移ることを余儀

なくされる可能性があります。 

考えられるマイナス面: 一方で、反対派は、家賃規制を広げることで新しい住宅の建設が減り、
住宅不足が悪化すると言っています。そうなると、AAPIの人々を含む低所得者層が、将来的に
手頃な住宅を見つけるのがさらに難しくなるかもしれません。 

 

議案34号：特定の医療提供者による処方薬収入の使い方を制限する。 

概要 



この議案が有権者に承認されると、メディ・カルが薬代を支払う現在の方法を変えずに、メディ・

カルRxを州法に加えます。この議案は新しい制限を導入するために州の費用を増やします
が、その費用はMedi-Cal Rxの新しい手数料で賄われます。 

背景 

Medi-Calは、低所得者向けの医療保険を提供するプログラムです。2019年に州は「Medi-Cal 
Rx」という方法を採用し、必要な薬の費用を安くカバーするようにしました。Medi-Cal Rxは州法
には含まれていませんが、Medi-Calの支払い方法として広く使われています。この割引を受け
るためには、低所得者向けにサービスを提供する公共または民間の非営利団体が対象になり

ます。 

以下の条件を満たす医療機関は、カリフォルニア州で得た収入の98％以上を患者の治療に使
わなければなりません： 

●​ 連邦の医薬品割引プログラムに参加していること。 
●​ カリフォルニア州でヘルスプラン、薬局、クリニックを運営するライセンスを持っている（ま
たは持っていた）か、Medi-Calまたはメディケアと契約していること。 

●​ 過去10年に患者治療以外に1億ドル以上を使ったことがあること。 
●​ 深刻な違反が500件以上ある集合住宅を所有または運営していること。 

議案34号では、違反に対して4つの罰則が設けられます： 

1.​ 10年間、事業体はカリフォルニア州の非課税資格を失う。 
2.​ 事業体はライセンスを失う。 
3.​ 事業体は州や地方政府との契約や助成金を受けられなくなる。 
4.​ その団体のリーダーはカリフォルニア州のヘルスプラン、薬局、診療所でのリーダーシッ
プを持てなくなる。 

あなたの一票が意味すること 

あなたの投票で、特定の医療機関が連邦の医薬品割引プログラムから得た収入の使い方に新

しいルールが必要かどうかが決まります。このルールに違反すると、通常10年間の罰則が科せ
られます。 

AAPIの分析 

この提案は、特にMedi-Calや地域の医療センターを利用している低所得世帯にとって、必要な
医療サービスへのアクセスを改善できる可能性があります。公的な医療資金が管理費や役員

給与ではなく、患者のために使われることが保証されるため、AAPIコミュニティ全体の医療の公
平性と手頃な価格が向上します。これにより、十分なサービスを受けていないAAPIの人々が直
接恩恵を受けられます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


